





































































 in organizational analysis）によって提出されている諸概念を解






























































の盲・聾児教育は、学制の国民皆 （人民普通教育）の理念の下、小学校、中学校 準じたカリキュラムを教育方法上の 別 配慮を
用いて盲唖児に教授すると同時に、個人の職業的自立を可能にするための「特殊な知識・技能を授ける」ことを目的とする職業技術教育として成立するのである。盲教育の場合 その理念は点字や触覚教材を用いる教育方法、ならびに鍼灸マッサージを中心とする職業教育のかたちをとる。こうして、障害児 における教育思想、教育方法、 育制度はすでに戦前に形成されていた であり、戦後の教育改革を通過し 障害児 もまた戦前の教育パラダイムを基本的には継承しながら、展開され ことになるのであ （堀
 1999） 。
このこと 、学制における義務教育制度の創設以来、非障害児の教育と障害 ある子供の教育との間に「分業体制」が確立し、のための学校教育が一貫 て非障害児の から切断され、別トラックにおいて行われてきたことを意味する。さらに、本論の考察とって重要な点は、障害児教 の内部においても、盲学校及聾唖学校令の公布により、盲教育・聾 がそれぞれ独立 た
学校教育と














































































































































aggio et al. 1983: 148-149） 。
5－盲教育における組織フィールドの変容と特別支援教育ｋ 
このような同型化への圧力が最も強力に作用する環境こそが「組織フィールド」 である。 彼等の説明によると、 「組織フィールド」 とは、全体として制度的 生活の認識された領域を構成する組織群を意味する。そこには類似した製品やサービスの生産に関係 だけでなく、その主要な供給主体、資源と製品の消費者、そしてそれらを調整する機関など、すべての利害関係者が包含されることにな（
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教育サービス 提供 盲学校間に形成されるネットワークとしての盲 界である。これを「狭義の組織フィールド」とするなら、それらが組み込まれ いる「広義の組織フィールド」には法令 立法化やそ 運用を通して教育サービス 生産と供給・管理 関与る国会や文部科学省、各自治体の教育委員会、あるいはサ ビスの直接的受給主体である児童・生徒、そして教職員 合やＰＴＡ等の利害関係集団を位置づけ ことが出来るだろう。加えて、よりレリバントなアクターとして
、他の障害を対象とする特殊教育諸学校や














ドとして認識するとき、そこに生起する構造的・機能的な変化はフィールド外部の状態変化に起因する現象とし 理解することができるだろう。新制度派組織理論では組織フィールド 外部を「制度的環境」と呼称するという点は前記したと ろであるが、養護学校の義務化や統合教育の進展といった七〇
年代に生じる制度的環境の変






































































































































































展望する座談会において当時東京都立文京盲学校の教諭であった直居鉄は「盲学校の高等部に単に視覚障害だけでない生徒が入ってくるようになったということで、本 の盲教育ということから考えてこれまでの盲学校がそのままでやっ ゆけるのか、あるいはやってゆくべきなのかというこ なのだ 思います」 （直居
 1975: 4）と戸
惑いながら語っていた。ま 、七〇年代後期に重複障害児を抱えるいくつかの盲学校の現状を丹念 取材 てきた藤田真一は「ある盲学校のベテラン校長」 以下のよ な発言に言及し いる。 盲学校の養護学校化です。先生と生徒が一対一でないと世話 きれない子が、どんどんふえてきました。うちの子の半数は、将来も職業的自立は望めません」 （藤田
 1982: 322） 。教師たちもまた、 「養護学校化
がこれ以上すす では、盲教育の独自性をたもつこともできなくなります」 （同前
: 324）と述べていた。このように、盲学校における重
複障害児の在籍率の上昇は「盲学校の養護 化」という事態を招来すると考えられており、それは 独自性を損な かねない
。それにより、一九
七九年までに全国の教育委員会の下に就学指導委員会の設置が完了





































鍼・灸）等の職業訓練を行ってきたのである。むしろ教科や領域合わせて「日常生活指導」や「生活単元学習」 、あるいは「作業学習」といった形態のカリキュラムを編成し、重複障害児に対す 教育指導の実践とノウハウを蓄積してき のは本来的に養護学校セクターである。それゆえ、盲重複障害児 受け入れることは同時に、生活単元学習 象徴される養護学校の伝統的教育形態を盲学校に移入することを意味した。すなわち、障害児教育のフィールドにおける 盲学校の養護学校化」とは、盲学校
セクターにおける重複障害児の在
















































施していた大阪府立盲学校教諭の浅野仁一郎は校区内小学校の実態調査から「小学校 弱視児がほとんど初歩的な医学的教育的配慮すら受けてお ず、弱視教育についてはほとんど認識がない実態が明らかになった」と述べ、盲学校 よる弱視教育・巡回指導 必要性を強調した。その上で、 「巡回指導の制度が進んでくれば一般校で学ぶ弱視児が増えることは確かであるが、それは盲
学校不用論には決
してつながるものではない した上で、 「安易な統合」を批判し、今後の盲学校は「地域の弱視教育の中心的存在としての役目を果たすべきである」と結論している（浅野
 1984: 10-16） 。また、大阪市
立盲学校教諭 安岡良典は、 「人的にも、施設面 おいても一般校現状は必ずしも統合教育を実施するにふさわ い受け入れ態勢を整えているとはいえないであろう」と指摘した上で、専門の教員や十分な施設・設備をもった盲学校において教育 ながら
他方で普通
校と交流し ゆく いうのが 児の教育に って自然 姿 ある
と
主張していた（安岡

















を見せていた盲学校関係者の間からも、現状維持ではなく統合教育を含め、 教育体制そのものの再編成に着手 べき時期にきている （五十嵐
 1986）との認識が示され、統合教育との関連において、視覚の

















る地域的多様性にもかかわらず、組織構造や組織活動 点で相互に同型的な性格を呈するようになる。このように、同一の組織フィールドに位置する一部の組織が採用する組織形態や組織活動の様態（交流教育や巡回指導、セン 化構想） 他 組織が模倣することにより生起する組織間の同型化の過程をディマジオらは「 的同型性」と呼んでい 。それは環境条件の不確定性に直面している諸組織が示す標準的な反応であるという （
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特別支援教育の内容を先取りする形で自らを視覚障害教育のセンターとして位置づけ、地域の普通教育諸学校に在籍する視覚障害児に対する支援をより広汎に実施しようという気運 高まっていく。全日盲研の機関誌である『視覚障害教育』や日本弱視教育研究会の機関誌である『弱視教育』には、二〇〇〇年前後から毎年地域の視覚障害教育センターとしての盲学校の役割をテーマにした記事 掲載され、盲学校のセンター機能 実践例を報告する特集も組まれるようになる。
文部省の調査官として盲教育を推進してきた香川邦生
（現
筑波大学心身障害 系教授）は、在籍児童が減少する中で各盲学校が危機感を募らせていることに言及し、 「今、盲学校は子どもが非常に少なくなっていて、これま どおり子ども 集めて教育 だけでは学校としての体裁がなかなか成り立ちません」と述べ 今後の盲学校が取り組むべき課題を「地域に生活する視覚障害者 対するサービスの提供」であるとし、盲学校のセンター化構想の重要性を強調する（香川




4） 。すなわち、ここにおいて盲教育関係者が感受する危機とは、従来の盲・聾・養護学校という特殊教育の学校区分が特別支援学校へと一元的に統合される状況において、量的な意味でマイノリティーである視覚障害などの感覚障害児の教育がともすれば知的障害や肢体障害、あるいは発達障害と った多数を占める障害児の教育 中へと埋没し 「人数が少ないのだから盲 校はなくてもいいのではないか（略）経済効率からいっても当然ではないか」という議論が興隆するという状況である（皆川ほか
 2004） 。そのことが盲学校の統
廃合を帰結するのではないかと懸念されたのであった。そうした事態を回避するために盲学校はセンター的機能を多角化し、地域校に在学する視覚障害児を支援するのみならず、地域で生活する視覚障害者に対してもリハビリテーション 機会や福祉サービスを提供すべきであるとの主張が相次いでなされ ようになる。こうした 動を通じて盲学校諸組織は、視覚障害者の教育やリハビリテーションにとって欠くことのできない知識や技術を保有する視覚障害教育の専門機関として、
自らを地域社会へと積極的に提示しようと試みる。















































































aggio et al. 
1983: 153） 。それは専門性を基軸とし、組織横断的に専門知が普及す
ることにより生じ 同型性の様態 他ならない。それならば、特別支援教育体制下において進行するであろう組織間の規範的同型化は特別 諸
学校のイニシアチブ
によって駆動されることになる














































)一九七〇年代初頭に通常学校へ 弱視学級設置が推進され、それ 伴い幾つかの盲学校が当該 級に教員を巡回させ、視覚補助具の使用方などについて助言を行うようになる。そうした取り組み 先駆となったのは大阪府立盲学校であった。
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The Transformation of the Organizational Field in the 





The purpose of this paper is to consider the influence of educational policies of structure and change of 
special education in Japan, with a particular focus on education for the blind. In doing so, we make clear 
institutional realities which regulates and changes the trend of education for the blind, and examine how the 
educational organizations for the blind respond to the realities from a viewpoint of the conservation of 
organizational identity. For this study plan, to analyze occurred phenomena, we refer to the new 
institutionalism in organizational analysis that is the one of the main theoretical paradigms in organization 
theory as explanatory framework. Especially, we direct our attention to structural changes in domain of 
special education in the 1970's. In this period, Objects of special education widely expand and those of 
education for blind began to change in quality and quantity. This situation brings drastic changes to 
educational act which supposes fundamentally educational organization for the blind and requires that 
existing organizational practices be changed. In the conclusion, we suggest that changing process of 
education for the blind means not only a change in education for the blind but also process of isomorphism 
for all educational organization. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
